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勤務者 採用者数 採用率 退職者数 離職率
全体 307,"2人43,4m人 14.1％ 30,080人 9.8％
うち公営 105,638人9,711人 9.2％ 7,430人 7.脇

































全職種 100%43.6歳10.4年286.2千円65.9％ 44.4歳11.2年315.4千円34.1％ 42.0歳 年 229.7千円
保育士 100％ 35.8歳 年 220.6千円4.6％ 31.4歳 6.9年 249.8千円95.4％ 36.0歳 年 219.1千円
幼稚園教諭 100%32.9歳 7.9年228.1千円4.7％ 39.0歳11.0年301.8千円95.4％ 32.6歳 7.8年224.5千円
看護師 100％ 46.0歳 8.7年306.3千円4.6％ 42.5歳 7.6年 319.8千円95.4％ 46.2歳 8.8年305.7千円
福祉施設介護員 100%42.0歳 6.2年220.0千円34.5％ 38.7歳 年 235.9千円65.5％ 43.7歳 6.1年211.6千円
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(i》批業意向のある層の、雇用掘り起こし
(通)就黍意向がない層の、就業意向の掘り起こし
(iii)現職者の離磁防止
図5保育士支援の分類
出所：平成23年度厚生労働省委託事業『平成23年度保育士の雨謝賊支援に関する報告書データ
集』株式会社ポピンズ平成23年12月
ただこのポピンズの調査については､対象者とサンプリングの対応性(潜在保育士を調査対象に)」
できていない） 、ヒアリング調査の対象が都刊榔に偏っている等の問題点が欄間されており10)、
この調査からは、潜在保育士の実態は明確には見えてこなしら
では、保育士資格を持ちながら保育士として働かない人の就業を阻んでいる要因はどこにあるの
であろう力も
厚生労働省職業安定局は2013(平成25)年に、待機児童が50名以上存在する市及び特別区を管
轄する19労働局80安定所において、有資格者で保育士としての就業を希望しない求職者に対する
意識調査を実施している。 ！ 】）調査結果のなかで、保育士への就業を希望しなし理由をみると、
最も多いのは「賃金が希望と合わない（47.5％)」であり、「他職種への興味(43.1%)｣、「責任の重
さ・事故への不安（40.0％)｣、「自身の健康・体力への不安（39.1％)」がこれに次いでいる。な
お、 「自身の健康・体力への不安」は年齢と強い相関があり、50代以上では6割を越えている。5
番目の理由は「伽暇が少ない．伽暇がとりにくい（37.0％)」であり、特に20～30代では4割を超
えており、次いで「就業時間が希望と合わない（26.5％)」が多くなっている。また、30代では
「子育てとの両立がむずかしい」が26.0％と比較的高くなっている。理由の7番目は「ブランク
があることへの不安(24.9％)」であり、対象者の年齢が上がるほど多くなり、40代で3割を越え
ている。
いつぽう保育士を希望しない理由として「雇用形態が希望と合わない(10.0%)｣、「有期雇用契
約が更新されるか不安（4.8％)」は少なくなっている。また、「仕事の内容が合わない」とする者
も9.2％にとどまっている。
もうひとつの先行研究を紹介しよう。 2014(平成26)年に、日本のある県に保育士として登録
している人全員（合計10,068人）に対して、郵送調査にて、現在の仕事状況、現在保育士の仕事
をしていない理由、今後保育士の仕事をしたいか､保育士として働く際の不安、今後保育士の仕事
をしたいと思わない理由の5つについて調査した河野らの研究がある。 12）
結果をみると、この県では、潜在保育士は全体の3割を占めており、年代では30代が最も多か
った。今後の就業意向については、保育士として就業したい潜在保育士は、全体の3分の2（無職
の7割強、他の職業に就いている人の約6割）を占めていた。
就業意向のある人が抱いている不安については、 20代、30代では家事・子育てと仕事の両立、
時間外勤務への対応、育児支援が得られるか､職場の人間関係についての不安が大きく、40代、
50代は、家族の健康問題・介護への対応、最新の保育・技術への対応、体力的に仕事を続けられ
るか、についての不安が大きかった。今後保育士として就業意向がない理由としては、保育士の魅
力のなさ、自身の体力や出産・育児・介護などの問題が挙げられていた。調査時点でほかの職種で
働いている人は、保育士の仕事を魅力に感じていないこと、保育以外の仕事への興味が主な理由で
あったのに対し、働いていない人は、家族の介護、体力的な不安、責任が大きいことを理由として
いた。
おわりに
本稿では、保育士不足の背景にある3つの問題、保育士養成校卒業生の就職率の問題、保育所保
育士の離職率の問題、潜在保育士の就職の問題を、ハードデータと先行研究から整理してきた。こ
の3つの課題に対してはそれぞれ個別の対応が必要となるが、共通する課題としてやはり、保育士
の待遇や雇用条件の問題が最大の問題として横たわっていることが見て取れた。
国は保育士の待遇改善に取り組んでいるが、保育士の待遇改善は、保育士の専門性をより高め、
保育職が専門職として社会に認められることなしには実現しないであろう。そのために、今後養成
教育の段階では、学生たちが保育職に就職しなかった理由をきちんと調査し、また保育職として就
職した後のフォーローアップが重要となる。閏剛した場合は、その原因を把握したうえで、再就職
に向けての支援が必要となろう。
保育現場では、早期離職の最大の原因となっている職場の人間関係の問題を改善していく必要が
ある。待遇面の改善は一朝一夕には実現できないかもしれないが、職場の人間関係は保育現場の努
力によって大いに改善が期待できると思われる。
潜在保育士の再就職については、すでに多くの自治体で取り組まれているが、ブランクがあるこ
とへの不安を解消するための研修をより実効性のあるものにしていくこと、また保育士試験で保育
士を取得した人の就業支援をさらに充実していくことが必要であろう。
このように見てくると、保育職の人桐確保のためには、保育職が専門職としてより社会に認知さ
れ、就業環境が改善されることが本菊子われるべき政策課題ではあるが、養成教育段階、とりわけ
保育士試験合格者の就業支援、そして一度保育士の仕事を閏|伽た人の就業支援を充実していくこと
が、短期間で効果をもたらす可能性がある実効性の高い施策ではないかと考える。
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